
被害者救済(暴力およびハラスメント)と処分の流れ(県内)

普及委員(被害者申立窓口) ・違反行為を見て認識した人

・救済申立及び申告の相談窓口 申立及び申告の相談 ・会員､選手被害者申立

・救済申立処理委員会への取り次ぎ ・18歳未満の選手

(保護者でも可)

日本代表選手に関わる者

救済申立処理委員会 (各カテゴリー選手)

(第三者、連盟役員、選手経験者の３名)

・調査

・調停、勧告 不服申立

(緊急処置、弁明の機会) ・２週間以内に提出

・処分、活動停止 (救済申立処理委員会へ)

(自主勧告、厳重注意、指導、不処分)

・処分決定

処分の通知

(意見書を添えて) 処分再審議 処分不服申立

支部長 最終決定を通知

(勧告への処置、通知) 相手方

・役員又は指導者としての活動停止

・自主譴責の勧告

(被害者に陳謝、１年以内の活動自粛勧告)

不承認

役員会 日本連盟報告

(１カ月以内に役員会を開催し処分検討)

日本連盟(救済処理委員会)


